
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２２年 ５月１１日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：2007～2010 

課題番号：19790906 

研究課題名（和文） MALT リンパ腫における末梢血腫瘍マーカーの検討 

                     

研究課題名（英文） Examination of tumor marker for MALT lymphoma 

 

研究代表者 

末藤 大明（SUEFUJI HIROAKI） 

     久留米大学・医学部・助教 

 研究者番号：00320200 

 
研究代表者の専門分野：放射線治療 
科研費の分科・細目：内科系臨床医学・放射線科学 
キーワード：マルトリンパ腫 
 
１．研究計画の概要 
MALT リンパ腫は悪性度の低いリンパ腫と
言われているが、その病勢を示す基準となる
ものがしられておらず、腫瘍マーカーの検討
を行うこと。 
２．研究の進捗状況 
（１）MALT リンパ腫の新規症例患者に同位
の上、末梢血液中の CD20/CSCR3 陽性細胞
を治療前後でみることで、治療効果をみる一
助になると仮定し、症例の蓄積を行ってきた。
当初 100 例程度の症例を見込んでいたが、年
に 10 例程度の新規症例しかなく、予定症例
数に達することが困難を極めている。 
併せて行ってきた研究で、胃 MALT リンパ腫
で長期にわたる全身再燃が 20%程度怒るこ
とを発見し、平成２１年度科学研究費補助金
基盤研究（A）早期の癌に対する標準的放射
線治療方法確立と適応決定に関する研究の
全体会議や第６５回日本医学放射線学会な
どにて報告している。これらは、今回推察し
ている末梢血液中に MALT リンパ腫を引き
起こす原因があるという仮定に合致する臨
床兆候であり、解析を進めている状態である。 
（２）過去の MALT リンパ腫症例を解析し、
末梢血中に投与した glucouse 様物質が悪性
度と相関するかを併せてみていく方針とし
た。具体的には、FDG-PET をうけた新規症
例を元に、FDG の集積度合いと生検組織に
よる細胞学的悪性度との相関をみることが
できないかを併せて検討している。現在当施
設で PET 検査を受けた１０００例以上の症
例から、当院で生検から治療までうけた悪性
リンパ腫症例約２００例の FDG 集積度合い
を全例測定している。また、MALT リンパ腫
では細胞の形態学的悪性度が腫瘍細胞のサ

イズとされるが、各症例のもつ glucouse 
transporter と集積程度が相関するかを含め
て、免疫染色を行うため、連日検体ブロック
から標本作製に勤しんでいる状況である。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
原因としては、申請時点と比して、久留米大
学を受診される MALT リンパ腫の新規症例
数の減少につきる。 
４．今後の研究の推進方策 
（１）当初予定していた研究に関しては、非
常に良好な結果を得る可能性が高いと感じ
ており、予定症例まで研究を継続する予定と
している。 
（２）当初予定した研究自体が期間中に完遂
出来ない可能性に対して、対応を既に始めて
いる。本研究本来の目的である末梢血液を介
した MALT リンパ腫の悪性度をみるという目
的をかなえる研究を開始している。一般的に
PDG PET の集積度合いは細胞学的悪性度に相
関することが知られているが、MALT リンパ腫
では集積がほとんどないと言われていた。当
施設での PET 例を見返してみると、FDG 集積
度合い（FDG MAX）が５程度認めている。ま
た、MALT リンパ腫の細胞学的悪性度の指標と
しては形態的大きさのみが知られているが、
この大きさと FDGmax の相関性を検討するこ
とを最低限度の目的としている。さらに、細
胞内へのglucouseやその類縁物質であるFDG
取り込みには glucouse transporter が存在
していることが知られているが、そのうちの
GLUT1 GLUT3 GLUT4 の発現度合いとも関連性
をみるために、標本作製を現時点で連日行っ
ている。 



５. 代表的な研究成果 
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